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参加者募集 

 

       箕面川床会席料理へのお誘い 
 

箕面ならではの、せせらぎを聞いて 贅沢なひとときを楽しみませんか。 

箕面 音羽山荘(梅屋敷)にて 秋の川床会席 旬の食材にこだわった料  

理で特別なひとときを! 

➢ 食後は箕面のたきまで ぶらりと散策を (片道４０分ぐらい)  ※参加は自由 

 

実施日     １０月１８日(水)   小雨決行 

場 所     箕面 音羽山荘(梅屋敷) 

集合場所    午前１１時 阪急・箕面駅 (ときわ台駅発１０：０５ 光風台駅１０：０７) 

会食費          ５５００円 (飲み代 別) 

申し込締切      １０月６日(金) 

 

申し込み先   香川 (０８０－２５３４－７６１５)  藤原 (７３８－２３５８) 

                二川 (７３８－１２７８)              中島 (７３８－６２２０) 
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≪報 告≫ 

元気の出る「暑気払い」！！ 
 

会長 香川 忠輝 

 暑さに負けず、開催された「暑気払い」の会。8月 24日夕刻から 21名（男性 7名・女性 14名）の参加

となりました。お世話いただいた皆様、本当にありがとうございました。世間話から話題はどん

どん広がり時間が経つのを忘れました。 

 いろいろな人と様々な楽しい話をする。これが人と人のつながりの基本である、ということを

改めて痛感した楽しいひと時でした。人から元気をもらうことの大切さ、そして少しでも人と一

緒に楽しむことがいかに大事なことなのか。私たちが日々忘れがちなことでしたが、改めてよく

わかりました。 

 その会話の中で教えていただいた「アサギマダラ」、渡り蝶で今の NHK朝ドラの冒頭シーンに毎

日出てくること。初めて知りました。そして、トンボ池付近に群生するフジバカマに多く集まる

光景はぜひ見たいと思いました。フジバカマのシーズンであるこの秋にみんなで見に行きましよ

う。 

 「暑気払い」という名の懇親会、これからも続けます。皆さん、一緒に大いに楽しみ明日の糧

としましよう。 
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参加者募集 

       西本願寺・大谷本廟や清水寺に参りませんか！ 

 

                                      歴史の会 

以前、「豊能町ゆかりの偉人たち」を何回か勉強をさせていただきました、そのうち親鸞、蓮如、

顕如の三御上人を勉強しましたが、本年は浄土真宗「立教開宗」から 800 年（親鸞聖人生誕 850

年）の記念の年です。 

これを機に改めて西本願寺・大谷本廟にお参りし、あわせて清水寺を訪れてみたいと思います。 

 

  時・所・・・９月２９日（第 5金曜日） 西本願寺・大谷本廟そして清水寺（小雨決行） 

         西本願寺―阿弥陀堂・御影堂（各々国宝）、龍谷ミュージアムほか 

         大谷本廟―明著堂、祖壇、仏殿、めがね橋ほか 

         清水寺各所 

 

  集合場所・時間・・・ときわ台駅 ８：３０（8：40発・光風台駅 8：42） 

  解散場所・時間・・・阪急川西能勢口駅 17：00予定 

 

  （スケジュール） 

    ときわ台駅→川西能勢口→阪急十三駅→京都河原町→市バス「207番」島原口下車（西本

願寺）→京阪バス「五条坂」下車（大谷本廟・清水寺）→市バス京都河原町 

 

  ＊昼食は適宜、適所で戴きます。 

 

  費用概算・・・・・・＠約 3000円（交通費、入場料のみ、食費別） 

  申込先・・・古寺（738-6069）、藤原（738-2358）、貝原（738-1900） 

        二川（738-1278）、出野（738-2696） 

  申込締切日・・・９月２４日（日） 
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  ≪報 告≫ 

 囲碁大会酷暑に勝つ！！ 

 

囲碁の会  香川忠輝 

 囲碁の会は、第 22回親睦囲碁大会を参加 18名で７～８月に開催しました。この親睦囲碁大会

は平成 23年（2011年）に第 1回が開催され、年 1～2回のペースで開かれてきました。 

 今回、総計 100戦を超える熱戦を制したのは、中川勲さん。実力派の高段者で第 1回から参加

しておられ、初優勝とは驚きでした。勝率 9割に近く他を圧倒していました。準優勝は、山本忠

平さん、3位は冨田雅一さん、となりました。 

 試合終了後の表彰式では、中川さんに賞状と賞品が贈られ（写真）、2ヵ月（延べ 6日間）にわ

たる酷暑のなかの戦いが幕を閉じました。 

 最近の大会は、新入会員増により参加者も 18～19名と増加しており、これからも楽しみな大会

となるでしよう。 

 なお、囲碁の会では新規入会者を歓迎しており、いつでも見学可能です。気軽に覗いてみてく

ださい。詳しくは、同好会活動のお知らせをご覧ください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
優勝者 中川 勲さん 
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  ≪投 稿≫ 

 ～ひとりごと～ 

 

28期  水谷 嘉明 

 茹だるような暑さが続く 8 月 7 日(30 年前は低温と長雨に見舞われ記録的な冷夏だったとのこ

とですが全く記憶にない)、頭も身体もすっきりしない中、豊能だよりの印刷に出向くと土井さん

から新聞原稿の依頼を受ける。暑さの中、日々ボーと生活していると話していた矢先のこと。我

が身に刺激を与えてくれてのご配慮と思ってはみるも一大事である。100 部を超える発行部数。

さて何を書くか・・・「ひとりごと」として綴ってみました。 

 

〇生活―大きなウエートを占めているのが健康維持の為に 5 年ほど前か

ら始めた週 4日のジム通い。運動後の入浴を入れて約 3時間、お陰でビ

ールの美味しいこと。 

 

〇喜びー庭隅の 1.5坪程の小さな畑でキュウリ・ゴーヤ・万願寺唐辛子各一本とミニトマト二本

を栽培。ユーチューブで調べ少々手間を掛けたことで今年は特にキュウリが大豊作。朝夕の食事

では採りたてのみずみずしい野菜を満喫しました。 

 

〇癒しー数年前に高齢大の友人に頂き我が家の住人になった「めだか」が例年になく多く卵から

孵りました。可愛いものです。泳いでいるのを見ていると心が和みます。 

 

〇驚きー今年は例年になく庭に多くのセミの抜け殻を見かけました。地球沸騰化時代の到来と言

われ出した影響でしょうか。皆さんのお庭はどうでしたか。 

 

〇お盆参りー普段の無礼を詫びつつこの時ばかりはとお寺さんに続きお経をとなえていると亡く

なった方が懐かしく思い出されます。 

 

新型コロナウイルス感染症が 5類移行し大きく規制緩和されたというものの依然として多くの

感染者や死亡者がでています。身の回りにも感染者が出ています。感染するとリスクもあります。

過剰な心配は必要ないと思いますが「人ごみでのマスク着用や手洗い・うがい」を続け十分用心

して過ごしましょう。 

世の中、戦争・殺人・事故など考えられないようなことが多々起こっています。無事に一生を

終えられることが如何に難しいことか考えさせられる今日この頃です。 

 この原稿が皆さんの目に触れる 9月初旬には茹だるような夏から解放され凌ぎ易い気候になっ

ていることでしょう。 

 纏まりのない話になりましたが他人の「ひとりごと」としてお許しください。 
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 ≪投 稿≫ 

 富士山に登ってきました 

                                     高大 2期 後藤 銃吾 

 私は山歩きが好きである。春には新緑の中に細く続く道を歩き、秋には落ち葉を踏む音を聞き

ながら歩く。また、突然視界が開け、下界を遠くに見下ろすのもまた楽しい。若いころはよく北

アルプスなどに行ったものであるが、シニアになってからは本格的な登山からは離れて近郊の山

を散策している。いろいろなグループの方々に誘われ山歩きを続けてきたが、気が付いてみると

昔からの仲間は徐々に引退し、周りの方々はより若い人に変わってきている。 

幸いなことに今のところ足腰は丈夫だが、いつまでもこれが続くものでもなかろう。今年の夏

には満 85歳になる。この節目の年を記念して富士山に登る計画を立てた。富士山頂には浅間大

社奥宮があり、ここで高齢登拝者は記帳できる。ここに記名することが富士登山の一つの目的と

した。私の脚力で富士登山が可能かどうかはわからない。阪急交通社の一般向けの富士登山ツア

ーを調べた。昨年のこのツアーは 2泊 3日で、非常にゆったりしたコース設定で、7合目の東洋

館に 2泊する。初日と 3日目は富士吉田五合目駐車場から 7合目の山小屋を往復するだけだから

問題はない。2日目は山小屋を出発して富士山頂に着き、お鉢巡りを済ませ山小屋に帰着すると

いうコースで、レベルは中級、歩行時間 9時間、距離 8ｋｍ、標高差 856ｍということだ。これ

に耐えなければならない。 

大阪近郊でこのレベルに匹敵するコースは阪急芦屋川駅出発のロックガーデン～六甲山頂～有

馬温泉のコースである。このコースには何度か挑戦し自信を深めた。令和 5年 6月 20日のデー

タでは 9時 4分に阪急芦屋川をスタートして高座の滝、風吹岩、雨が峠、七曲を経て一軒茶屋。

さらにととやみちを経由して有馬温泉に下った。有馬温泉着 15時 47分、所要時間 6時間 43分

（休憩時間込み）、距離 11.4ｋｍ、登り 1038ｍ、下り 691ｍである。これを踏破し、富士登山に

十分自信を持つことができた。 

 

いよいよ本番である。7月 29日（土）14時 15分富士吉田五合目駐

車場を出発、快調のペースで登山を開始した。花小屋（2698ｍ）から

は本格的な岩場の登りになった。17時 56分山小屋・東洋館（2905

ｍ）に到着した。夕食を済ませ、消灯は 20時である。 

             

2日目、7月 30日（日）は頂上アタックである。朝 4時前に起床

し、朝食を済ませ、御来光（4時 45分ごろ）を拝む。出発は 5時 12

分である。これからは急な岩場の

連続である。若い人に気を使い、

後ろを気にしながら登る。追いつ

かれれば速やかに道を譲るようにした。いくつもの山小屋を

休憩しながら通過した。登山途中の最後の山小屋御来光館

（3454ｍ）に 8時 25分到着した。このころから息苦しさがき

つくなってきた。少し登れば息が切れて歩けない。高山病

だ。本当にぼちぼちしか歩けない。周りも似たようなもの   

で、後から来る人に道を譲ろうとしたら笑顔で断られた。な

んと少し前に譲った人だった。知らぬ間に追い越していたらしい。頂上がすぐ目の前に迫ってき

たが、ちょっと歩くと息が出来なくて苦しい。 

連なる山小屋 

 八ヶ岳方面 
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 足腰は別に何ともないが苦しくて歩けない。吉田口頂上（3753ｍ）に着いたのは 10時 46分だ

った。休憩用の椅子に座り込んだ。 

 

 この吉田口頂上にある富士山頂上浅間大社奥宮に参拝し、富士山

高齢登拝者名簿に記名。運転免許証で本人確認を受け、扇子と素焼

きの盃をいただいた。年齢は数え歳になっていて、86歳と記帳し

た。これで登山の目的達成とし、足腰は大丈夫だが、高山病につい

ての不安があるためお鉢巡りは中止した。頂上の小屋のコーンスー

プは缶をそのまま温めただけだが、手にもてないほど熱く、五臓六

腑にしみわたる感じがした。抜きつ抜かれつだった登山者がお鉢巡

りして帰ってきた。 

 

 

充分休息し 13時 34分下山開始した。登山道と下山道は分かれ

ていて、下りは岩場ではなく適度の下り坂だ。快調に 30分以上

小走りで下ったところで気分が悪化した。迂闊だった。ペースが

速すぎて酸素不足になったようである。軽い吐き気を感じ動けな

くなった。しばらく休み、またぼちぼち歩き始めたが吐き気は収  

まらない。江戸屋（下江戸屋 3266ｍ）のあたりから気分は正常

になってきた。高山病は高度を下げると快癒する。太子館（3045ｍ）で元の登山道に戻った。こ

こから東洋館は登ってきた急な岩場の登山道を下ることになる。ここまで下ると高山病は跡形も

なく、気分は全く正常である。17時 12分太子館を出発して岩場を下り、東洋館には 17時 40分

に到着した。 

 

3日目、7月 31日（月）、やはり朝 4時に起きて御来光を拝む。

天気が良かったのか今日の御来光は素晴らしかった。暗闇の空

を赤く染め、やがて真っ赤な太陽が地平線から見え始める様は

本当に神秘的である。今日は下るのみで全く何の問題もない。5

時 33分に東洋館を出発し、時間調整の休憩をはさみながら 8時

6分に富士吉田五合目駐車場に到着した。富士山駅の近くにあ

る富士山温泉に立ち寄り、上下全て着替えて本当にすっきりし

た。足腰はしっかりしておりまだまだ歩ける状態だが、伏兵は

高山病だった。高山病対策を十分にしてまた富士登山に挑戦してみたい気がする。2年後の米寿

に富士登山というのはいかがなものだろうか。 

 

昨年度の富士山頂上浅間神社奥宮の富士山高齢登拝者名簿に記帳した 86歳は 5名、87歳以上

は 14名だった。88歳で登頂成功すれば、同年の 88歳は 4名、さらに高年の 89歳以上は 5名で

ある。この中にはある程度の支援を受けながら登った方もいると思う。自力登山に限定すればも

う少し人数は減るかもしれない。なお、今回は娘同伴でした。   

  

   

 

 

山頂浅間大社奥宮 

高齢登拝者記念の扇子 

御来光 


